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• 2025年度の運転 (放射光，低速陽電子)

•研究開発多機能ビームライン

• PFの次期計画



2025年度の運転予定 (放射光，低速陽電子)

実施済み

確定

未定 (以下は運転経費が確保できた場合のスケジュール案)

https://www2.kek.jp/imss/pf/apparatus/schedule/

※ 低速陽電子の運転スケジュールはPF ringに準ずる

例年通り，年間でPF 3,600時間，AR 2,400時間のユーザー運転を目指す
※ 第3期の運転経費については，現在調整中

https://www2.kek.jp/imss/pf/apparatus/schedule/


研究開発多機能ビームライン(BL-11A,11B)

コンセプト：基盤技術R&Dのための汎用ビームライン
特に，硬X線ビームと軟X線ビームによる2ビーム同時利用

➢偏向電磁石を光源とし，硬X線と軟X線（および白色）の2つのブランチを有する
➢基幹部，光学系，光学素子，実験手法，実験装置など，様々なR&Dを実施できる
よう，広いスペースや高い自由度の確保を重視する

➢2つのブランチ(HX&SX)が同位置・同時集光可能

① ②

③ ④

⑤

11A

11B

2025年秋に完成
2ビーム同時利用実験開始



フォトンファクトリー計画推進委員会(2025年7月30日)資料よりPFの次期計画
https://kds.kek.jp/event/55740/

https://kds.kek.jp/event/55740/


PFの次期計画 フォトンファクトリー計画推進委員会(2025年7月30日)資料より
https://kds.kek.jp/event/55740/

https://kds.kek.jp/event/55740/
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